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＜連絡事項＞
　1/23～ベッドマットレス消毒が始まります。

＜患者様連絡事項＞
・伊藤　のり子様～1/19（金）15：00に電話で主治医面談予定だったが、同日の10：00に変更している。また、プレドニゾロン20mg→15mgに減量し、7日分処方となる。他は同内容で処方。

・藤井　理代様～主治医よりレキサルティを減量、インヴェガを増量し処方あり。　

＜隔離・身体拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前・午後1時間ずつの開放観察実施。脱衣あるが不潔行為なし。入浴時介助に抵抗なく経過し、スムーズに更衣後自室内で静穏に過ごされている。引き続き、身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処制限の改善を目指していく。

・澤口　利香様～終日隔離中。声掛けにて覚醒するが、自力での体動困難と訴え、介入にて短時間座位できている。各食1/2～全量摂取するが拒薬続き、食事以外臥床して過ごし活気のなさあり。スタッフコール時奇声上げるが、対応後は易怒的言動なく自傷行為なく経過。引き続き、身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処制限の改善を目指していく。

＜田名部Dr診察＞
・青木　昭弘様～臨時薬同内容にて7日分処方。

・長瀬　伸也様～一方的な訴え変わらずあり、治療受入れ拒否持続。

・小笠原　久年様～臨時薬同内容にて7日分処方。

・中居　伊佐男様～定期薬同内容にて7日分処方。

・袴田　将志様～17日よりクロザリル125㎎→100㎎へ減量、ロイコン30㎎開始。本人より薬情希望あり、来週火曜日に渡す予定。

・若沢　理子様～臨時薬同内容で7日分処方。

・泉川　ケイ子様～臨時薬同内容にて7日分処方。

・太田　留美子様～臨時薬同内容にて7日分処方。

・成田　富士子様～本日の低血糖指示受け、定期薬・臨時薬同内容で7日分処方、アピドラ注1本低血糖時用のブドウ糖注射液50％5回分処方あり。

・立花　圭様～定期薬同内容で7日分処方。

・鈴木　和則様～1/22退院予定、外来1/31で予約取るよう指示あり。訪問看護導入指示あり。

・赤石　陽介様～臨時薬同内容にて7日分処方、酸素4ℓ指示あり。

・丹内　栄子様～就寝前にフルニトラゼパム1㎎追加、他同内容で7日分処方。

・溝口　弘子様～就寝前アナフラニール錠10㎎→25㎎へ増量、オランザピンOD錠2.5㎎→1.25
[bookmark: _GoBack]㎎へ減量、他同内容で7日分処方。

・高橋　亮様～19日よりレグテクト錠333㎎開始、他同内容で7日分処方。

＜馬渡Dr診察＞
・宮崎 宏之様～臨時薬同内容にて7日分処方。

・植村 啓祐様～入院後幻聴、強迫観念共に落ち着いたと話され、近隣住人との騒音やトラブルがあったので環境のせいだったかもしれないと本人様話す。主治医より治験できない可能性があることも説明し、もしも退院するとしても独居継続は困難で施設など検討した方がいいのではないかと伝えている。ユニット移動、ＳＳＴや作業療法の指示は治験の説明やスクリーニング以降決定するので、来週以降で再度確認するようにとのこと。また不明なことがあればＣＲＣへ確認するように主治医より指示あり。主治医よりユニット移動はまだ決められないも、日中Ｂユニットホールで過ごすことはＯＫとのことで、主治医より本人様へ伝えている。

・佐々木 理佳様～臨時薬同内容にて７日分、本日実施分のエビリファイ（400）処方。

・河津 繁吉様～臨時薬同内容にて７日分処方。

・河又 京子様～臨時薬同内容にて７日分処方。

・尾駮 淳様～臨時薬同内容にて７日分処方。本人様より先週話した子供への疾病教育の話は、今は妻様も子供様も落ち着いているので、一旦保留でよいとのこと。希望時は改めてお願いしますが、希望するとしたら時期的には退院時位になると思いますとのこと。主治医より、もしも希望あるなら３期に入れ組むように指示ありました。西病棟への移動は可。SST指示でています。本人様より入院後アルコールのかわりにコーヒーを飲むようになったと報告あり、飲みすぎには注意するように説明している。

・下口 政子様～臨時薬同内容にて７日分処方。

＜皮膚科診察＞
・橋本　キヨエ様～陰部～股部、臀部～肛門に暗赤色の発赤、痒みあり。
エキザルベ軟膏処方となる。

・伊藤　のり子様～両下腿、皮膚乾燥、痒みあり。デルモゾール軟膏処方。

・成田　富士子様～両前腕～手　発赤、落屑、皮厚痒みあり。デルモゾール軟膏2本処方となる
両趾爪、混濁皮厚変形あり、カット希望あり。
テルビナフィン外用液1本処方となる。

・尾駮　淳様～フェキソフェナジン2錠　2×1　7日分処方となる。

・鈴木　和則様～全身皮膚発赤、落屑、掻痒あり。土井Drより田名部Drへ皮膚科専門診療所等の診察、治療について配慮お願いしたいとのこと。
フェキソフェナジン2錠　2×1/7日分、ロコイド軟膏3本、ヘパリン類似物質油性クリーム3本処方となる。

・米内　進様～両側外踝部表皮剥離あり。テラマイシン軟膏＋ガーゼにて処置の指示あり。
テラマイシン軟膏処方となる。

・川村　和弘様～左前腕　皮下出血斑　表皮剥離。ソフラチュール＋ガーゼ＋包帯にて処置の指示あり。ソフラチュール　3枚処方となる。
上記以外の患者様は同前処置の指示受ける。

			
